
アメリカで遠隔教育が本格的に始まっています。私か
ら見て、日本とアメリカの子供にとって、今の状況の一
番の違いは、アメリカでは４月中旬現在で2,200万人が
このパンデミックのために職を失っていて、不安でいっ
ぱいな家庭が非常に多いということではないでしょうか
(１)。もともと公立小中高校の生徒の家庭の半分以上が
低所得層で、このパンデミックの打撃は精神的、金銭的
に多大だと思います。親の不安感は隠していても子供達
に伝わるでしょう(２)。

今アメリカの教育者たちが声を大にして言っているの
は、新しいことを教えるよりも、生徒たちのメンタル面
をサポートする事が大切だと言うことです(３)。学業の
遅れは取り戻せるけれど、トラウマはなかなか癒えない、
と。週に2、3回はビデオカンファレンスを行なって、
学校やクラスルームという子供達の大切な居場所を維持
してあげること、ビデオカンファレンスでは毎回このパ
ンデミック下の日々の経験を子供達が話し合い、共有で
きるように担任がリードすることなどが、カリキュラム
をこなすことより大切だと言われています。（アメリカ
版の特活のようですね。）

実は私は遠隔授業というのは、始業時から終業時まで
リアルタイムで教師がビデオカンファレンスで教えるこ
とだと思っていました。それに近いことを実際やってる
私立校や大学もありますが、リアルタイムでビデオカン
ファレンスで教えるということは、情報格差（インター
ネットや端末を利用したり使いこなしたりできる人と、
そうでない人の間に生じる、貧富や機会、社会的地位格
差）を大きくしてしまう原因となります。なぜなら、公
立小中高校では端末やインターネットへのアクセスがな
い家庭や、また、端末やインターネットアクセスがあっ
たとしても家族全員で一つの端末を共有している家庭や
データが制限されている家庭もあり、リアルタイムで参
加できない生徒が多いのです。

そこで情報格差を少なくするために、私が教えていた
ハワイの公立小学校も含め多くの学校では週に２、3回
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ビデオカンファレンスで授業をし、あとはウェブを使っ
た課題（教師が前もって録画した授業を見るなど）と、
紙と鉛筆でできる課題の３つの伝達形態から自由に選べ
るようにしています。

またフィラデルフィア学区のように、情報格差をなく
すために、インターネット、電話、端末など、手段がな
んであっても教えることを禁じる、という学区や、そう
いう学区に対してインターネットを使える環境にいる生
徒たちがいるのに、情報格差を恐れるあまり使わないの
は間違っている、というPTAなど、色々な議論が熱く飛
び交っています(4)。また家に端末がない生徒には、学校
の端末を貸し出していますが、端末が足りない学区もた
くさんあるのが現状です。インターネットアクセスがな
い家庭にはスクールバスをWi-Fiの使えるホットスポット
にして学区のいろいろなところに設置したりしています。
ただ端末やインターネットアクセスがあっても生徒や保
護者が使いこなせなかったら意味がなく、しかしながら
生徒と保護者のトレーニングがこの外出禁止令のもとで
は難しく、更なる課題となっています。

このパンデミックで遠隔教育がこれからは主流になる
かもしれない、と言う声も聞きます。ですが、最近
Social Emotional Learning (対人関係能力育成)の必要
性が叫ばれ始めたアメリカでは、このパンデミックのお
かげで、テクノロジーでは補えない、学校やクラスと
いったコミュニティの大切さ、教師と生徒の繋がり、対
面授業などの大切さが浮き彫りになるだろうという意見
が多数派です。また、ただでさえストレスが多大なこの
時期に課題の出しすぎは生徒や保護者にストレスを与え、
学校への不信感が生まれかねないので、通常の1／4くら
いの量を勧める学区もあります(5)。また私の教えていた
ハワイの小学校では毎日課題を出すのではなく1週間に一
度にして、兄弟との端末の共有や、親の仕事の都合など
にも柔軟に対応できるとようにしています。

この混乱の状況下でも、子供達の心のケアが何よりも
大切と言う声が多く聞かれることは驚きでもあり、嬉し

パンデミック下のアメリカ公教育ルポ
井尾愛子 ニューヨーク市立大学ハンター校大学院幼児教育学修士
元ハワイ州公立小学校キンダーガーテンクラス担任 国際教師力研究会アメリカ事務局



いことでした。
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幼少時をニューヨークで過ごし、慶應大学
法学部政治学科を卒業後、アメリカで教育
学を勉強するために28歳で周囲の反対を押
し切って単独ニューヨークへ。Early
Childhood Education（０歳から小学２年
生まで）の修士をとり、マンハッタンの幼
稚園で７年間、ハワイ州のInnovations
Public Charter Schoolでキンダーガーテン
クラスを5年間担任しました。そのハワイの
小学校はProject Based Learning を取り入
れた全人的な教育を目指している小中学校
で、ハワイの海を楽しむような暇もないく
らい忙しかったのですが、学ぶことの多い
幸せな教師生活でした。今はまたニュー
ヨークで全人的な教育をしている学校を探
索中です。思えば、小学生の時にニュー
ヨーク日本人学校で南部和彦先生（国際教
師力研究会）に担任していただき、「先
生って面白い職業かも!」と思ったのが始
まりです。南部先生に日本の特活を紹介し
て頂き惚れこみ、恒吉先生の「多文化共生
力」の向上運動にも惚れ込みました。文化
のるつぼのニューヨークシティで文化の違
いを楽しむのが大好きです。どうぞよろし
くお願いいたします。

この写真は、プロジェクト・ベースド・ラーニングを
取り入れているハワイ島のイノベーションズ・パブ
リック・チャータースクールの私のキンダーガーテン
クラスの生徒達です。この日はカリキュラムシェアで
３４人のグループに分かれてやったプロジェクトを、
保護者や別学年の生徒たちに発表。ただの研究結果で
はなく、わかったことをどのようにコミュニティのた
めに役立てられるかを考えさせ、子供であっても大人
より知識を深めることができること、知識はパワーだ
ということを体験させ、自信をつけさせます。
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国際理解まめ知識
キンダーガーテンと言うと日本では幼稚
園と訳されるのですが、アメリカでは
Kindergarten (K)は小学校の一番下の
学年のところが多いのです。義務教育は
K～12年生で、一般的に小学校がK～5
年生、中学校が６～8年生、高校が９～
12年生となっています。日本の幼稚園
はPreschool と称されます。


